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縄文人が利用したマメ類 

工藤雄一郎（当館研究部考古研究系） 

 

日本人の食卓には数多くのマメ類が登場します。ダイズ，アズキ，リョクトウ，ラッカセイ，エ

ンドウマメ，インゲンマメ，ソラマメなど，茹でたり煮て食べたり，あんこにしたり，味噌を作っ

たりと，マメ類はわれわれの食生活には欠かせない植物です。 

その中でも，ダイズやアズキは日本人にとって大変身近なものですが，これらのマメ類の利用は

日本列島でいつから始まったのでしょうか。栽培種のダイズやアズキは弥生時代以降，稲作文化と

ともに日本列島に入ってきたとかつては考えられていましたが，もっと古くからマメ類は利用され

ていたようです。低地遺跡の発掘調査が多くなった 1980 年代以降，数多くの縄文時代の遺跡からマ

メ類がみつかるようになりました。最も有名なのは，福井県鳥浜貝塚の縄文時代前期の層準から出

土したから炭化したマメ科の種子で，当初は「リョクトウ」ではないか？と言われ，「縄文時代にも

栽培植物があった！」「縄文農耕か？」というような議論が巻き起こりました。リョクトウは日本原

産ではなくインドで栽培化されたマメですので，もしこれが縄文時代にあったとすると，何らかの

経路で人が日本列島に持ち込み，栽培していたとしか考えられないからです。 

しかし，その後遺跡から出土するマメ類の研究が進み，縄文時代の遺跡から出土する「リョクト

ウ」と言われたマメの種子は，日本列島にもともと自生するアズキの野生種であったことがわかり

ました。日本に自生するアズキの野生種はヤブツルアズキという種で，ダイズの野生種はツルマメ

です。これらのマメ類は，現在も雑草が生い茂る川原の土手や，田畑の畔などに普通に生えている

のを見ることができます。縄文時代の人々は，遅くとも 1 万 1 千年前の縄文時代早期から，ヤブツ

ルアズキやツルマメなどの野生種のマメを採集し，食料資源として頻繁に利用していたようです。

遺跡から出土するマメ類は炭化して残っていたり土器の底にオコゲとなってこびり付いて残ってい

たりするため，採集してきたマメ類を炒ったり土器で煮たりして食べていたのでしょう。 

また最近，野生のマメ類の栽培を，縄文人がすでに始めていた可能性があることが新しい研究法

によってわかってきました。土器の表面に残っている植物の種実の痕跡にシリコンを流し込んで型

取りして顕微鏡で観察する方法で，「圧痕レプリカ法」と呼ばれるものです。縄文時代後期の土器の

圧痕に「ワクド石タイプ」と呼ばれる種類不明の圧痕があったのですが，熊本大学の小畑弘己先生

らの調査で，この圧痕は大きなマメのヘソだと分かりました。また，このヘソはとても大きく，マ

メの全体を復元すると栽培ダイズに近い大きさでした。同じように大型化したダイズ属の圧痕は山

梨県の縄文時代中期の土器にもあることが分かっています。小畑弘己先生らは，「ダイズの栽培が縄

文時代前期に始まり，中期には盛んになった」と考えています。考古学では“野生種”を利用して

いたのか，“栽培”された“栽培種”を利用していたのかを証明するのはとても難しいのですが，マ

メの場合「種子の大型化」が証拠の一つとなるでしょう。縄文人は，どのようにマメの栽培を始め，

どの程度の規模でマメ類を栽培していたのでしょうか。日本列島はダイズやアズキの栽培化の起源

地の一つだったのは間違いないようです。縄文時代のマメ栽培の研究はまだ始まったばかりです。 
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次回予告        第 151 回くらしの植物苑観察会   2011 年 10 月 22 日（土）  

「佐倉城址の秋の植物」 原 正利（千葉県立中央博物館） 

１３：３０～１５：３０（予定）  苑内休憩所集合 申込不要  



ツルマメ
　2010 年 10 月 25日
　千葉県佐倉市鹿島川そば

ヤブツルアズキ
　2010 年 11 月 5日　栃木県鹿沼市

アズキとヤブツルアズキの大きさの違い
　左：栽培アズキ
　右：ヤブツルアズキ

ダイズとツルマメの大きさの違い
　右：栽培ダイズ（クロダイズ）
　左：ツルマメ

アズキの栽培化徴候群の発現プロセス概念図　小畑弘己（2010）

縄文時代後期の土器から見つかったワクド
石タイプ（ダイズ属のヘソ）の圧痕
　（小畑弘己ほか，2007）土器圧痕から取ったシリコン型

　半分に割れたマメの形をしている

縄文時代中期のダイズ属種子（約5000年前）
　東京都下宅部遺跡

縄文時代中期のササゲ属アズキ亜属アズキ
型種子（約 5000 年前）
　東京都下宅部遺跡

土器圧痕レプリカ法
　圧痕にシリコンを流し込んで型取りする
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